
金
山
校
魅
力
化
で
若
者
に

選
ば
れ
る
町
づ
く
り
を
目
指
し
て

　
令
和
２
年
に
「
金
山
校
魅
力
化
地
域

連
携
協
議
会
」
が
設
立
さ
れ
、
金
山
校

の
魅
力
化
を
進
め
、
入
学
者
数
の
増
加

を
図
り
、
結
果
と
し
て
金
山
町
の
活
性

化
に
つ
な
が
る
事
業
推
進
の
母
体
と
な

り
ま
し
た
。
主
に
小
規
模
高
校
の
活
性

化
を
積
極
的
に
進
め
て
い
る
小
国
町
や

遊
佐
町
の
視
察
、
金
山
校
地
域
サ
ー
ク

ル
「
僕
達
杉
の
子　
元
気
な
子
」
の
地

域
活
動
、
金
山
校
・
金
山
中
学
校
の
保

護
者
対
象
の
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施
、
全

国
小
規
模
高
校
サ
ミ
ッ
ト
へ
の
参
加
支

援
な
ど
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
令
和
３
年
の
協
議
会
で
の
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
で
は
「
金
山
校
の
強
み
」
に
つ

い
て
熱
く
語
り
合
い
、
大
き
く
２
つ
に

絞
り
ま
し
た
。
一
つ
目
は
、
金
山
校
の

生
徒
は
一
人
一
人
が
主
役
に
な
れ
る
と

い
う
こ
と
で
す
。「
金
山
タ
イ
ム
」
な

ど
町
を
舞
台
と
し
て
、
い
き
い
き
と
活

動
し
、
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
二
つ

目
は
、
全
国
で
活
躍
し
て
い
る
金
山
校

ス
キ
ー
部
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
で
の

優
勝
や
全
国
大
会
で
の
活
躍
の
他
に
、

意
欲
的
に
練
習
に
取
り
組
む
姿
は
金
山

校
の
誇
り
で
す
。
こ
の
２
つ
の
強
み
を

活
か
し
、
最
上
地
区
内
や
村
山
地
区
、

さ
ら
に
は
秋
田
県
や
福
島
県
、
宮
城
県

の
中
学
校
を
回
り
、生
徒
の
募
集
を
行
っ

て
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
、（
一
財
）地
域

・
教
育
魅
力
化
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の

「
地
域
み
ら
い
留
学
」に
参
画
し
、イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
や
東
京
で
の
合
同
学
校
説

明
会
に
参
加
し
、
全
国
の
中
学
生
や
保

護
者
に
、
金
山
町
と
金
山
校
の
魅
力
を

語
り
、
金
山
校
の
見
学
や
入
学
に
結
び

つ
け
し
ま
し
た
。
令
和
５
年
に
は
「
金

山
校
み
ら
い
サ
ポ
ー
ト
町
民
会
議
」
を

発
足
し
、
金
山
校
魅
力
化
の
事
業
推
進

に
よ
り
、
全
国
の
若
者
が
金
山
町
を
知

り
、
足
を
運
び
、
住
み
、
活
動
す
る
交

流
人
口
や
関
係
人
口
と
な
り
、
金
山
町

が
「
若
者
に
選
ば
れ
る
町
」
と
な
っ
て

い
く
事
を
こ
の
会
で
確
認
し
ま
し
た
。

町
民
の
皆
様
に
、
こ
の
考
え
を
ご
理
解

頂
き
、
金
山
校
の
生
徒
と　
共
に
活
動

し
て
下
さ
る
方
が
増
え
る
こ
と
を
願
っ

て
い
ま
す
。

中
高
連
携
に
よ
る
取
り
組
み

　
平
成
13
年
よ
り
金
山
中
と
の
連
携
型

中
高
一
貫
教
育
が
始
ま
り
、
20
年
以
上

続
い
て
い
ま
す
。
併
設
型
の
イ
メ
ー
ジ

が
強
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
連
携
型

の
中
高
一
貫
校
は
県
内
で
は
金
山
校
と

小
国
高
校
だ
け
で
す
。
発
足
当
初
は

「
地
域
学
習
」
と
「
国
際
理
解
教
育
」
の

二
本
柱
で
ス
タ
ー
ト
し
た
と
き
い
て
お

り
ま
す
。「
金
山
タ
イ
ム
」
の
講
座
に

様
々
な
国
の
文
化
が
あ
る
の
も
、
英
語

科
教
員
が
金
山
中
に
派
遣
さ
れ
て
い
る

の
も
そ
こ
に
端
を
発
し
て
い
ま
す
。
当

初
は
今
よ
り
も
中
高
生
の
交
流
の
場
が

多
か
っ
た
そ
う
で
す
。
現
在
私
は
、Ａ

Ｌ
Ｔ
の
ジ
ャ
リ
ン
先
生
と
毎
週
中
学
校

を
訪
問
し
、
中
学
生
全
学
年
の
パ
ワ
ー

に
圧
倒
さ
れ
つ
つ
も
楽
し
く
英
語
の
授

業
を
さ
せ
て
頂
い
て
い
ま
す
。
ま
た
、

中
学
校
の
先
生
方
と
協
力
し
英
語
弁

論
・
暗
唱
大
会
や
英
検
面
接
を
お
手
伝

し
、
入
賞
者
が
数
名
出
た
こ
と
は
嬉
し

い
限
り
で
す
。

　
中
学
校
で
は
金
山
校
掲
示
板
を
設
置

し
て
く
だ
さ
り
、
中
・
高
双
方
で
Ｈ
Ｐ

に
リ
ン
ク
を
貼
っ
て
い
ま
す
。
他
に
も
、

７
月
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
、夏
の
チ
ャ

レ
ン
ジ
講
座（
金
山
中
三
年
生
全
員
）、

11
月
の
小
中
高
合
同
職
業
体
験
学
習
、

12
月
の
金
山
中
で
の「
卒
業
研
究
Ⅲ
」成

果
発
表
会
、
２
月
の
連
携
型
入
試
、
高

校
０（
ゼ
ロ
）学
期
の
取
り
組
み
、
ス

キ
ー
部
の
中
高
合
同
研
修
、
産
業
ま
つ

り
で
有
志
に
よ
る
協
働
活
動
な
ど
を
実

施
し
、
教
員
の
交
流
と
し
て
中
高
教
職

員
合
同
研
修
会
、
研
究
授
業
の
相
互
参

観
、
中
高
連
携
特
別
支
援
教
育
支
援
員

配
置
な
ど
も
行
っ
て
い
ま
す
。
ア
メ
リ

カ
・
ハ
ワ
イ
出
身
の
ジ
ャ
リ
ン
・
コ
レ

ア
先
生
は
、
金
山
校
、
金
山
中
、
真
室

川
校
の
３
校
に
勤
務
し
早
３
年
目
。
自

然
豊
か
な
と
こ
ろ
が
母
国
に
似
て
い
る

広報かねやま　2025.2 ⑥広報かねやま　2025.2⑦

と
、
今
で
は
第
二
の
故
郷
に
な
っ
た
日

系
５
世
。
昨
年
の
産
業
ま
つ
り
で
は
、

ス
パ
ム
む
す
び
を
中
高
生
、
Ａ
Ｌ
Ｔ
達

と
作
り
無
料
配
布
し
募
金
活
動
を
行
い

ま
し
た
。
冬
に
義
捐
金
を
携
え
山
火
事

で
壊
滅
的
な
被
害
を
受
け
た
マ
ウ
イ
島

に
里
帰
り
し
復
旧
作
業
に
参
加
し
ま
し

た
。
町
の
方
々
に
は
感
謝
の
気
持
ち
で

一
杯
で
す
。
こ
の
２
年
半
で
全
都
道
府

県
制
覇
目
指
し
旅
を
し
た
り
、
ム
エ
タ

イ
で
優
勝
し
た
り
、中
高
生
に
ア
メ
フ
ッ

ト
を
教
え
た
り
、サ
ー
フ
ィ
ン
を
ス
ノ
ボ

に
変
え
冬
を
堪
能
し
た
り
、
ラ
ー
メ
ン

通
に
な
っ
た
り
と
、
実
に
日
本
を
満
喫

し
、
日
本
語
も
上
達
し
ま
し
た
。
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
が
専
門
で
、
授
業
で
も
生
成

Ａ
Ｉ
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
て
い
ま
す
。

毎
日
町
内
を
走
っ
て
い
る
の
で
気
軽
に

「
ア
ロ
ハ
」
と
声
を
か
け
て
下
さ
い
。

　
ま
た
、金
山
校
の
Ｈ
Ｐ
に（
小
）中
高

連
携
紹
介
ペ
ー
ジ
を
作
成
し
ま
し
た
の

で
、
ご
覧
い
た
だ
け
る
と
嬉
し
い
で
す
。

金山校魅力化コーディネーター

三上　準一

何といっても金山校の魅力は、小規模校ならではの良さを活かした取り組み
小規模校だからこそやれることがたくさんあります！

新 庄 南 高 校 金 山 校 魅 力 化魅 力 化

クロスカントリースキー部

子ども達の学びや地域活動へ
ご協力をお願いします

いきいきとした学びを核に
町づくりの新しい形

町からの手厚い支援・町との連携

貢献活動 金山タイム キャリア教育の充実

　金山校クロスカントリースキー部は
全国大会強豪校で、昨年はインターハ
イ、国スポともに男子リレーで３位入
賞を果たすことができました。今年は
県外出身者も迎え入れ男女９名で全国
一を目指します。

　全校除雪ボランティアの他に、部活
動ごとにも積極的に奉仕活動に取り組
んでいます。今年は、町制施行100周
年記念事業への協力も行いました。

　小学校での体験活動、中学校や金山校の
インターンシップや職業体験学習「プロジ
ェクトＫ」、「金山タイム」などに皆様から
多大なご協力をいただいており、児童・生
徒の愛町心の醸成に大きく役立っています。
今後も日常的に生徒が町民と語り合い、活
動できる場の創出のため、ぜひ皆様のアイ
デアもお寄せください。

　町では園・小・中・高の教育機関や地域の
人々が共に学び、活動することで子どもも大
人も元気になれる町づくりを目指しています。
この活動を支えるのが「金山校みらいサポー
ト町民会議」や「金山教育コンソーシアム」
です。教育関係者や青少年育成団体、商工団
体、各年代の代表が集まり、学びを中心にし
た町づくりを進めてまいります。

　「金山タイム」は全学年が年４回、11
講座の中から好きな講座を選択し、地域
の匠から様々な技を学びます。内一回は
中学校との合同開催を実施しています。

　進路に応じた３つの学習モデル（教科
選択）の成果と手厚い支援が認められ、
令和４年に第14回キャリア教育優良学
校文部科学大臣賞に表彰されました。

地域学習や主権者教育、ボランティアの他、町と協力した活動を実施しています。
▼金山校みらいサポート町民会議の開催　▼「金山タイム」の補助
▼路線バス通学者の定期券補助　　　　　▼高大連携事業（上級学校見学の補助）
▼乳幼児ふれあい体験の講師派遣　　　　▼各種町内ボランティア活動
▼金山校地域探究サークル活動支援補助　▼金山町みらい留学学生寮補助
▼地歴公民の授業（町の史跡巡り）　　　　▼金山町模擬議会　
▼金山町づくりフォーラム　　　　　　　▼選挙の出前講座・模擬選挙　

KATARiBA主催のオンライ
ン合同授業で、他県の高校
と交流をしながら行う探究
型学習の実施や、外国の方
との交流など、新たな学習
の機会を創造しています▶

か た り ば

◀学校紹介
　動画

◀中高連携 
　ＨＰ

◀ＡＬT
　ブログ

◀みらい留学 
　ＨＰ

◀金山校
　ＨＰ

金山町教育委員会
　　☎　　32－0075
　FAX　52－2903

新庄南金山校
　　☎　　29－2886
　FAX　52－3575

問合せ
金山校　教諭

明石　敦志
あかしあかし あつしあつし

みかみみかみ じゅんいちじゅんいち


